
 

 

 

 

 

 

☆★★★★☆☆★★★★☆☆★★★★☆☆★★★★☆☆★★★★☆☆★★★★☆ 

旭川叢書第３７号『知ってほしい、こんな旭川－珠玉の郷土史エピソード集－』が発刊

されました。著者である、那須敦志さんにお話を伺いました。 

 

≪この本のおすすめポイントは≫ 

手前味噌ですが読みやすさです。レイアウトは原則見開き２ 

ページで一つのエピソードを扱っています。このため気になる 

ところから読み始めてもらってＯＫです。文章はすべて話し言 

葉で書いています。中学生以上なら誰でも理解していただける 

はずです。写真のないページがほとんどないくらいビジュアル 

にもこだわっています。 

 

≪なかでも特に語り継ぎたいエピソードは？≫ 

大正時代の旭川での２つの出会いが、日本を代表する女性歌人の誕生、そして文学史上

に残る出版のきっかけになったことでしょうか。一つは若山牧水と齋藤史、もう一つは金

田一京助と知里幸恵です。詳しい経緯が知りたい方はぜひ本を！ 
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那須敦志さん 
（  （郷土史ライター） 
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お問合せ先 （株）旭川振興公社 0166-22-7198 

 

８月１日から９月２８日まで、中央図書館２階：展示コーナーにて参考文献などの関連展示を開催中です。 

那須 敦志（なす あつし） 旭川生まれの旭川育ち。 

1982年明治大学卒業後、NHKに入局。道内各地および東京で放送記者 

としてキャリアを積み 2010年から 4年間旭川放送局長をつとめる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは旭川市内を走る図書館の 

バスを見かけたことはありますか？ 

今回は“移動する図書館”の自動車

文庫をブラリーが紹介します。 

 

図書館から離れた地域にお住いの方や交通手段のない方

にも本に親しんでいただけるよう、本を積んだバスが市内５

７カ所の巡回場所を訪問する図書館サービスの一つです。 

自動車文庫ってなに？ 

バスに本を積んで中央図書館を出発します。１日に市内４～６カ所の巡回場所を２台のバス

が分担して訪問します。訪問先では貸出・返却・予約の受付等を行います。停車時間は３０分で

す。訪問先での貸出し等の業務を終え中央図書館に戻ると本の整理などをし、翌日の巡回準備を

します。自動車文庫の本は新刊本もあります。小説や実用書、児童書を含む積載本は随時入れ替

えており利用して下さる方々を飽きさせないよう工夫をしています。 

自動車文庫のお仕事は？ 

２台のバスには、ときわ号（2800 冊積載）とあさ 

ひ号（3800 冊積載）という名前がついています。 

ときわ号には図書館公式キャラクター、ブラリー

のイラストが描かれています。 

自動車文庫のバスを紹介！ 

利用カードがあれば個人で利用できます。１人２０冊まで借りられ、次の巡回日が返却期限日

になります。新規利用カードを作ることができます。高校生以上の方はご住所が確認できる身分

証明書（免許証、マイナンバーカード、保険証、学生証等）をお持ちください。 

※利用カードのお渡しは次の巡回日となります。詳しくは、職員にお尋ねください。 

自動車文庫で本を借りるには？ 

利用カードを持参し、利用した 

い巡回場所へ図書館のホームペー 

ジでお知らせしている訪問時間に 

お越しください。 

 

自動車文庫を利用するには？ 
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